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日本語教室「ようこそにほんご＠みどりく」秋コース／冬コース 実施報告（2022年 3月）  

 

 

【秋コース概要】 

目  標：日常生活に役立つ知識を得、日本語での会話を楽しめるようになるような日本語教室を実施します。 

 

日  時：202１年１１月２９日（月）、１２月６日（月）、１３日（月）、２０日（月） 

９：５０－１１：１０     全４回 

 

場  所：緑区霧が丘地域ケアプラザ（霧が丘複合施設「霧の里」内）および 

       オンライン（Zoom） 

 

学習者：１４人（会場参加 7、オンライン参加７） のべ 31人 

（インド９、韓国３、スリランカ１、中国１）  

 

使用言語：やさしい日本語 

ト ピ ッ ク：昼ごはん（ランチ） 

   

講  師：石川 苑子氏  （JICA横浜 国際協力推進員）  

講師アシスタント：岸本 美代子さん（みどり国際交流ラウンジ「やさしい日本語講座」講師） 

 

スタッフ：緑区内の地域日本語教室支援者 3人（会場参加） 

 

連携先：みどり国際交流ラウンジ地域連携強化事業「やさしい日本語講座」 

 

協力者：（教 室） 緑区内の日本語教室支援者 ６人（オンライン参加） 

       （広 報） UR都市機構横浜住まいセンター、霧が丘インターナショナルコミュニティ(KIC)  

 

プログラム内容： 

 

日程 テーマ・内容 学習者 

第１回11月29日（月） ひるごはんで自己紹介「昨日のひるごはん、何を食べましたか。」 ３人 

（会場１、オンライン２） 

第２回１2月  ６日（月） 日本のひるごはん『お弁当』日本のお弁当ってどんなもの？ １１人 

（会場４、オンライン７） 

第３回１２月 １３日（月） 「わたしのひるごはん」「特別な日の食べ物」国では？日本では？ １１人 

（会場６、オンライン５） 

第４回12月20日（月） 地域の方と交流会  

学習した日本語を使って会話しよう」 

6人 

（会場 1、オンライン５） 

地域日本語教育推進モデル地域（緑区）の取組として、日本語教室「ようこそにほんご＠みどりく」秋コース／冬コ

ースを実施しました。                            主催：緑区役所地域振興課・横浜市国際交流協会

（YOKE） 
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 緑区霧が丘地域ケアプラザの会場をとオンライン（Zoom）を使ったハイフレックス型教室を実施し

ました。 

第 1 回、まずは自己紹介です。会場の学習者とオンラインの学習者が順番に簡単な自己紹介と「昨

日食べたお昼ごはん」について話しました。カレーや肉まんなど自国の料理を食べたという人や、日

本食を食べたという人がいました。日本のラーメンが好きだという学習者は、味噌味や醬油味などラ

ーメンに詳しく語彙も豊富で会話が弾みました。協力者（地域日本語教室ボランティア）のお昼ごは

んには、学習者には聞きなれないものもありましたが、ネットで画像を見るなどして、オンラインの

メリットを活かしながら交流ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 2 回は、日本の昼ごはんの代表である「お弁当」をテーマに、みんなでお弁当作りをしました。

イラストのお弁当箱ととりどりの具材・おかずを用意しておき、詰めていきました。ことばを確認し

ながら思い思いのお弁当を作りました。家族と一緒に家で食べるお弁当、一人公園でゆっくり食べる

お弁当、子どもが学校で食べるお弁当、また、このメンバーで食べるお弁当など、想定するシチュエ

ーションも様々なお弁当ができあがりました。 

 この日のためにオンラインの協力者はスライドの使い方を猛特訓。グループ活動では、ペアで役割

分担するなど、工夫しながら学習者の活動をサポートしました。最後にはそれぞれの発表も行い、オ

ンライン教室も会場教室も楽しい時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
秋コース・第 1回 ひるごはんで自己紹介 

秋コース・第２回 日本のひるごはん『お弁当』 

会場では、具のイラストを 

切り貼りして作成。 

オンラインは、Googleスライドを共有しながら、

具のイラストを動かしてお弁当を作成。 

できたお弁当を 

みんなと共有。 

オンラインの学習者は前方スクリーンの中に 
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 第 3 回は、お昼ごはんから話を広げ、特別な日の食べ物について話しました。日本の特別な日、お

正月のおせち料理を写真で紹介すると、みなさん興味深そうに見ていました。そして学習者たちも国

でお正月にどんなものを食べるか、または誕生日のお料理などについて携帯に保存されている写真な

どを見せながら説明をしてくれました。さらに「いつ？」「だれと？」「どこで？」などの言葉を使っ

て会話を重ねていくことができました。話の中でそれぞれの国の食文化に触れることができ、協力者、

スタッフも学びの多い回でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 4 回は、地域の方との交流会です。自分のことを話す、そして相手の話を聞く「やりとり」を

実践することが目標です。前半は、これまで学んできた表現を使って、いつも食べているお昼ごはん

から国の食べ物や特別な日の食事まで話題を広げ会話の練習をしました。後半は、会場の学習者は、

隣の部屋で開催されていた「みどり国際交流ラウンジ事業やさしい日本語講座」の参加者と交流し、

オンラインの学習者は、これまで会場のサポートしていた協力者と交流をしました。 

 これまでの成果を感じることができて、交流会を終えた 

学習者はみな笑顔を浮かべていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会場からもオンラインへ呼び掛け 

秋コース・第３回 「わたしのひるごはん」「特別な日の食べ物」 

秋コース・第４回 地域の方と交流会 学習した日本語使って会話をしよう 

オンライン学習者、講師、協力者のみなさん 

オンライン学習者との交流会 
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【冬コース概要】 

 

目  標：日常生活に役立つ知識を得、日本語での会話を楽しめるようになるような日本語教室を実施します。 

 

日  時：202２年１月３１日（月）、２月７日（月）、１４日（月）、２１日（月） 

９：５０－１１：１０     全４回 

 

場  所：オンライン（Zoom） 

 

学習者：１３人 （インド１０、韓国２、中国１） のべ３１人 

 

使用言語：やさしい日本語 

ト ピ ッ ク：健康 

   

講  師：石川 苑子氏  （JICA横浜 国際協力推進員） 

 

講師アシスタント：岸本 美代子さん（みどり国際交流ラウンジ「やさしい日本語講座」講師） 

         

スタッフ：緑区内の地域日本語教室支援者 ５人 

 

協力者：（教 室） 緑区内の日本語教室支援者 ９人 

       （広 報） UR都市機構横浜住まいセンター、霧が丘インターナショナルコミュニティ(KIC)  

 

 

プログラム内容： 

 

 

 

 

  

日程 テーマ・内容 学習者 

第１回 1月３１日（月） 「健康のために何をしていますか」 １２人 

第２回 2月 7日（月） 「日本の健康法」冬を元気にすごそう 6人 

第３回 ２月 14日（月） 「わたしの健康法」国では？日本では？健康でないとき ７人 

第４回 2月 21日（月） 
地域の方と交流会  

学習した日本語を使って会話しよう」 
6人 
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冬コースは、コロナ感染予防のためオンラインのみの教室になりました。  

第 1 回の自己紹介は、グループごとに自己紹介し、そののち全体で集まったときに他己紹介にして話

してもらいました。聞いた内容をほかの人に話すという少しハードルが高い活動にもがんばって取り

組みました。   

「健康のために何をしていますか。」という話では、コロナ禍で運動不足にならないようにヨガや

ウォーキングをしていたり、日頃から野菜を食べるようにしているなど、健康への意識が高いことが

うかがえました。 

小学校などがオンライン授業になり、子どもが日中も在宅しているため世話に追われて忙しいな

ど、日頃の悩みも聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第 2 回は「日本の健康法」です。ラジオ体操、乾布摩擦、青竹ふみなどの伝統的なものから 

冬至に入る柚子湯の紹介などもありました。初めて聞くことに学習者も興味津々でした。そして 

この冬を元気に過ごすためのアイディアなどをみんなで出しあいました。風邪をひかないためには、 

「お湯/生姜茶/ハーブティーを飲む」「冷たいものは飲まない」「湯気/蒸気で温める」「ウォーキング

をする」など次々にあがりました。また夜どうすればぐっすり眠れるかという悩みに「コーヒーを飲

むのは午前中だけにする」「寝る前に少しだけお酒を飲む」など具体的なアドバイスがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
冬コース・第 1回 「健康のために何をしていますか」自分のことを話そう 

冬コース・第２回 「日本の健康法」冬を健康に過ごそう 

  

今日のワークシート 
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 第 3 回は、「わたしの健康法」。自分で気を付けていることやそれぞれの国で言われている健康法

などを聞きました。インドでヨガは有名ですが、ほかにも塩水でうがいをしたり、ジンジャージュー

スにレモンを入れて温かくして飲んだりするそうです。韓国では、野菜をたくさん摂るようにしたり、

テンジャン（韓国の味噌）を食べるなどがあり、中国でもお茶を飲んだりするなど、国が違っても似

たような習慣がありました。 

   この日はオンライン疲れの解消に一役買おうと、協力者の一人がヨガを指南してくれました。上半

身を中心に肩や首、肩甲骨を伸ばしたり縮めたりして全員で楽しく身体をほぐしました。終わるとみ

なさん笑顔ですっきりとした表情をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師とからだの表現をおさらい 

マッサージがいいですよ。 

腰が痛いです。 

冬コース・第４回 地域の方と交流会 学習した日本語使って会話をしよう 

  

冬コース・第３回 「わたしの健康法」国では？日本では？健康でないとき 

たくさん寝ましょう。 

第 4回は、「ゲストのお悩みを解決しまし

ょう。」と題した地域の方との交流会を行い

ました。 

緑区役所、みどり国際交流ラウンジなど

のスタッフをゲストに招き、彼らの体の不調

について学習者たちがアドバイスしました。 

「腰が痛い」「膝が痛い」「便秘」「体が

冷える」などゲストの訴えに、「湿布を貼る

といい」「冷やすといい」「暖房で部屋を暖

めるといい」「温かい紅茶を飲むといい」な

ど、協力者に助けてもらいながらもいろい

ろなアイディアを出してくれました。 

文法にこだわらず、「話したいと思うこと

を話す」というこの教室の目標に合った活

動になりました。 

体を動かす前に言葉を確認 先生（協力者）のお手本を見ながら

みんなでスッキリ！ 
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学習者アンケート結果 

・いろいろな国の人と交流できてよかった。 

・The theme was good if you can share more vocabulary related 

notes about the topic that would be great! All in all good experience!

（素晴らしいトピックについての語彙関連のメモをもっと共有できれば、テーマは

良かったです！ 全体として良い経験です！） 

・The theme selected was very innovative for me.Also Thank you to 

the one who selected the theme.（選んだテーマは私にとってとても革新的

でした。また、テーマを選んだ方にも感謝します。） 

とてもよかった     ３ 

よかった          ３ 

どちらともいえない  ０ 

あまりよくなかった  ０ 

よくなかった       ０ 

 

【秋コース】（回答数６） 

Q:教室はどうでしたか。       Q:教室のテーマ（お昼ごはん）や内容についての感想 

・とても多様で実生活で使用できる内容なので良かったですし、話す時間が多く

てよかったです。 ちょっとした復習でもよかったです。 

・いつも親切に教えていただきありがとうございます。 会話できる機会があって

本当に嬉しかったです。 

・Content of the course was excellent as it was related to health.I 

have learned a lot of things from this course. （コースの内容は健康に

関連していて素晴らしかったです。このコースから多くのことを学びました。 ） 

とてもよかった     ３ 

よかった          １ 

どちらともいえない  ０ 

あまりよくなかった  ０ 

よくなかった       ０ 

 

Q:教室はどうでしたか。       Q:教室のテーマ（健康）や内容についての感想 

【冬コース】（回答数４） 


